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」．M ．R．レ ン ツ 『新メ ノー ツ ァ 』 における

過激 な社会批判

岡田恒雄
＊

1． レ ン ツ の社 会劇に つ い て

　 ドイツ で は 1992年は、シ ュ トル ム ・
ウ ン ト・ドラ ン グ文学運動の 代表選 手ヤ

ー
コ プ ・ミ

ヒ ァ エ ル ・
ラ イ ン ホル ト・レ ン ツ Jakob　Michael　Reinhold　Lenz （1751− 1792）の 没後 200

年と い う記 念すべ き年で あ り、 レ ク ラ ム 文庫の 作品集 を始め、数点の 作品集は刊行 された

が 、演劇上 演は 殆 ど行われ なか っ た。む しろ特筆すべ きは 1993年 8 月末か ら 9 月始 め に エ

ジ ン バ ラ国際フ ェ ス テ ィ バ ル で 、『軍人た ち （Die　Soldaten）』 の 7 回 の 上 演 1グ ラ ス ゴ ー

の シチ ズ ン ・カ ン パ ニ
ー

） を中心 に、朗 読形式 に よ る上演 『新 メ ノ ー
ッ ァ （Der　 neue

Menoza ）』
『家庭教師 （Der　Hofmeister）毒 （ロ ン ドン の ゲ イ ト・シ ア タ

ー）が 一度ず つ 行

われ た こ とで 、 こ の レ ン ツ 劇小特集は か な りの 反響 をイギ リス 演劇界に与えた の で はな い

か と思 う。一部の 新聞 を除 い て
、 全般的に 好 意的な批評が 目立 っ た 。

ロ ン ドン の ゲ イ ト・

シ アターの ．L演 も、 もし7 エ ス テ ィ バ ル 主催者側に 資金が あれ ば、完全 ヒ演が で きた の に

と、あ る新聞は書 い て い た。 『
軍人 た ち』

『
新 メ ノ

ー
ッ ァ 』

『家庭教師 』 の 戯曲集 も、こ の

7 エ ス テ ィ バ ル に合わせ る ように して 出版 された。特 に
，「新メ ノ ー

ツ ァ 』 が英語 に翻訳 さ

れ て出版 され た の は初め て で はなか ろうか 。

ω

　 リヴ ォ
ニ ア の 小村ゼ ス ヴ ェ

ー
ゲ ン （現在の ラ トヴ ィ ア共和国領）で、 ドイ ツ 人居留地の

牧師 の 息子 と して生 まれ た レ ン ツ は、若 い 時か らロ シア語 も ドイ ツ 語 もで きた厨際 入であ

っ た。 レ ン ツ の 心 に狭 い 意昧 で の ドイツ 民族主 義は芽生え なか っ た、1 そ の よ うな レ ン ツ を

イギ リス の 文学界 ・演劇界 が高 く評価 し始め た の は喜ば しい こ とだ。既 に 数年前に オ
ー

ル

ド・ヴ ィ ッ ク座が 『家庭教帥』 を上演 し、レ ン ツ の 没後 200年 を記 念 した国際 シ ン ポ ジウ ム

が 、1992年 9 月イギ リス の バ ー
ミン ガ ム で 開か れ て い るほ どだ か ら、近年 イギ リス で は レ

ン ツ を受 け入 れ る素地 が 広 が りつ つ あ っ た の だ ろ う。

　 レ ン ツ の 演劇 は、例 えば エ リーゼ ・ドーゼ ン ハ イマ
ー （Elise　Dosenheimer＞が 1949年

に 、『
レ ッ シ ン グか らシ ュ テ ル ン ハ イ ム に い た る ドイ ッ 社会劇 （Das 　deutsche　soziale

Drama 　von 　Lessing　bis　Sternheim）』 で 指摘 した ように 、社会劇 （das　soziale 　Drarna）
と み な されて い る 。 卜一マ ス ・コ プ フ ァ

ーマ ン は、「社会劇 は、その 時 そ の 時 の 歴 史的現在

の 社会的 な争 い が 中心 テ
ー

マ に な る時事劇 で あ り」
ω 「

社会劇 の 意図 は 常に 現在 の 酷 い 現

実の 批判 で あ る。J〔3）と規 定 して お り、18世 紀後半 の ドイ ツ の 抱 える社 会矛盾 を表現 した レ 　 g4
ン ツ の 戯 曲は 、社会劇 と規 定で きる。ゴ ッ トホ ル ト・エ フ ライム ・

レ ッ シ ン グ作
『
ミス ・　 （29）

＊　
一・
般 教育 助教 授 外 国語
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明星 大学研 究紀要 【日本 文化学部 ・言語 文化学科 1 第3 号 1995年

　　 サーラ ・サ ン プ ソ ン 』 （1755）、『エ ミー リア ・ガ ロ ッ テ ィ 』 （1772）、ハ イ ン リヒ ・レ ーオ ポ

　　 ル ト・
ヴ ァ

ーグナ ー作 『嬰児 殺 し』 （1776）、
フ リ

ー ドリ ヒ ・シ ラ ー作 『た くらみ と恋 』

　　　 （1784一上 演）などは皆 、貴族階級 の 腐敗堕落 を直接非難 して い る 。
い わば 貴族 階級 は悪

　　　と見なされ るケース が 多 い 。『
エ ミ

ー
リア ・ガ ロ ッ テ ィ 』 の エ ミ

ー
リア の 父 オ ドア ル ドもゴ

　　　ン ザ ガ の 宮廷 を批判的 に見て い る し、
『
た くらみ と恋』 の 宰相 フ ォ ン ・ヴ ァ ル タ

ーも自分 の

　　 出世の ため に 息子を犠牲 に する 。 最後には 改心 する貴族 もい るが 、市民の 立 場か ら見れ

　　 ば、貴族階級は悪 、 市民 階級 は善 とい う形 で の 社会批判が、 レ ッ シ ン グ か らシ ラ
ーに到 る

　　　まで 、 ドイッ 市民悲劇 と呼ばれ る社会劇 の ワ ン パ タ
ー

ン の よ うに さえ思 われる。

　　　　フ ォ ル カ ー ・ク ロ ッ ッ が （Volker　 Klotz）、 『演劇 の 閉 じた形式 と開 い た形式 （Gesch−

　　 lossene　und 　offene 　Form 　im　Drama ，1975）』 の 中で定義 した言 い 方で は、こ れ ら の 演劇

　　　は閉 じられ た形式を取 っ て い る 。 しか し経験論や 神の 不在 の 思 想の普及、自然科 学の 発達

　　　とと もに 、中世的世界観が くずれ 、 それ に伴い
、 芸 術の分 野で は写実的傾 向が 生 まれ、演

　　 劇の 形式 も、開か れた形式 を取 る傾向が強 まっ て きた 。 シ ュ トル ム ・ウ ン ト・ドラ ン グ文

　　 学運動は ち ょ うどそ の 境 目で 行わ れ た運動で あ り、 ドイ ツ 演劇 で は、「
レ ン ツ → ゲ ーオ ル

　　　ク ・ビ ュ
ーヒナー→ フ ラ ン ク ・ヴ ェ

ーデキ ン ト→ ベ ル トル ト・ブ レ ヒ ト→ ハ イナ ー ・ミ ュ

　　　ラ
ー

」 が 、開か れた演劇形式の 系譜 で あ る。 結末が未完結で、後は読者観 客の 想像 に委ね

　　　られ る。筋が 複雑で相互補完的に作用 す る。イ リュ
ージ ョ ン が 破壊 され る傾向が強 い

。 こ

　　　れ は、ブ レ ヒ トが 理論化 した叙事詩 的演劇の 系譜 とい っ て もよい し、演劇表現手段 と して

　　　は異化効果 を特 色 とするとい っ て もよい
。 それ に対 して 「フ リ

ー ドリ ヒ ・シ ラ
ー→ フ リー

　　　ドリヒ ・ヘ ッ ベ ル → ロ ル フ ・ホ ーホ フ
ー ト」 が 、閉 じられ た演劇形式 の 系譜 と言え よう。

　　　結末が 完結 して い て、筋が 比較 的単純で ある 。 イリ ュ
ージ ョ ン が破壊 されな い 。様 々 な社

　　　会矛盾 を提示 し、その 解決法 を探 るには、開かれ た形式の ほ うが有効で ある。閉 じられた

　　　形 式が、読者観客の 感情に訴 えるの に対 して、開かれ た形式 は理性に訴えるか らで あ る。

　　　シ ュ トル ム ・ウ ン ト・ドラ ン グ文学運動 が 、どん なに パ
ッ シ ョ ネイ トに見 え よ うと、それ

　　　が社会矛盾 を追求するか ぎ り 、 啓蒙的な部分 を持 ち、真の 啓蒙主義は理性的な もの な の で

　　　ある 。

　　　　レ ン ツ の 社会劇は善 と悪 の 二 元対立 を拒 否 して、様 々 な身分 の 人物 を、善の 面 と悪の 面

　　　を持ち合わせ た人物 として、 リア リス テ ィ ッ クに表現す る こ とに よ っ て、身分 制度 ・社会

　　　体制 を批判 する。こ の 批判 は多角的な視点か ら行われて お り、戯 曲形式 と して は 、 ビ ュ
ー

　　　ヒナーの 『ヴ ォイツ ェ ク』 ほ ど開 か れた形式で はない が 、比較的開か れ た形式 を取 っ て い

　　　る 。
レ ン ツ の 場合、ハ イ ン リヒ ・レ

ー
オ ポル ト・ヴ ァ

ーグ ナ
ー

（1747− 79） と同様 に、市

　　　民階級 をも批判的に 描 い て い て、貴族だ けを悪 と決め つ けて い な い
。 18世紀後半 の ドイツ

　　　社会 を描 い た レ ン ツ の 視点は多角的で あ り、当時の社会 を総体 と して捉 える 目を我 々 に与

　　　えて くれ る 。

　　　　1789年に フ ラ ン ス 大革命が勃発 した こ とは偶然で はな い
。 今挙 げた ドイ ツ 市 民悲劇や レ

　　　ン ツ の 戯曲を読 んだ り、 そ の 劇 を観 た りすれ ば、フ ラ ン ス 革命前 の ヨ
ー

ロ ッ パ の 貴族が い

　　　か に腐敗堕落 して い るか 、性的快楽だ けを追 い 求め て い た かが分 か る。フラ ン ス大革命が

93　何故起 きたか とい う原因 を究明 しようとする時 に・シラ
ーの シ ュ トル ム ウ゚ ン ト ’ドラ ン

（30） グ的 な初期作品 は別 と して も、古典期 と言わ れ る彼の 作品 やゲ
ー

テ の 諸作品 か ら、原因 を

N 工工
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探 れ るだ ろ うか 。 お そち く無琿 で あ ろ う。 フ ラ ン ス の ボ
ー

マ ル シ ェ 作… 『
フ ィ ガ ロ の 結 婚」

（／784）か らなら、探 れるだ ろ う。そ こ に は ア ル マ ヴ ィ
ー一バ 伯爵が 領 詑の初夜権を嫌 々 な

が ら放棄 した とい う話が 出て きて 、初夜権の 問題が こ の 劇 の 重 要な背景 に な ・
っ て い るこ と

が わ か る。 こ の 劇で は 、貴 族と い う特権階級が 客観 的 に 批判的 に表現 されで 、・ る 。 劇 の最

後 で伯爵は
．
夫入 と入 々 に許 しを乞 い ． 自分 の 色欲 を反 省 させ られ る 。 革命前の ア ン シ ャ ン

レ ジーム の 時代 と して は、画期的 な作品 で あ っ た。ボ
ー

マ ル シ ェ の こ の 劇 を社会麝 と呼メ、

で も差 し支えは ある まい 。

　そ の
『
フ ィ ガ ロ の 結婚』 に 匹敵 するだ け の 作 晶、社会の 矛盾 を告発す る作品 は、 ドイ ツ

で は、何 と言 っ て もレ ン
’
ン の 作品 なの だ 。

レ ン ツ は戯曲形式 に よ っ て 社会的矛盾の 現象 を

批判 した 。 これ は フ ラ ン ス の ル イ ＝ セ バ ス テ ィ ア ン n メ ル シ エ （174（ト 1814） の 『演劇新

論 （Du 　Th6atre　ou 　Nouvel　Essai　sur ；
；Art　Dramatique）．．I　q773） の 影響が ：大 きい と思

う。 メ ル シ エ は悲劇 と喜劇の 枠を取 り払 い 、社会の 底辺の 入 々 の 暮 ら しを描 くこ とを提唱

して い る 。 メ ル シ エ の 影響 を受 けた レ ン ツ の 演劇作品 で は、齶的要素 と社会批判的要素 の

拮抗 の 中で 、劇 的要素が 前面 に出て い る作品 もあれば 、社会批判的要素が 前面 に出 て い る

作品 もある。特に 『
軍人 た ち 」 は、そ の せ め ぎあい が うま く行 っ て、優れ た戯曲にな っ て

い ると思 う。「噺 メ ノ ー
ツ ァ 』 は、む しろ社 会批判 的要素が や た ら と 目立 っ 過激 な 戯賄で

あ る。 しか し 『軍人た ち』 や
「
家庭教師』 に 比べ て 劣 っ た劇作品 で ある とは思わ な い

。
レ

ン ッ の社 会批判 が 余 りに激烈 なの で、そ の 激烈 さが 理解 を妨 げ て きたの で は なか ろ うか e

2．『
新 メ ノ ーツ ァ （Demeue 　Menoza ）』の社 会批判性一貴族 と知識人 に対す る攻 繋

　 こ れ まで 多 くの 場合、無理 解 に晒 され て きた レ ン ツ の 戯曲作品の 中で も、 と ｝）わけ 『新

メ ノ ー
ツ ァ 』 は誤解 され て きた。1774年 に 出版 され た 時か ら既 に 批判 の 集 中攻撃 を受 け

た。「筋に 動機付 げが な く、本当ら し くな い 。主題 が あま りに ［［
’
　u マ ン チ ッ ク 」 で あ り

、

主 入公が 存在せ ず、デ ィ ア
ー

ナ の 入物像が 不 自然で過 度に恐怖感 を与 え る、修士 べ …一
ツ ァ

の 性格 に
・一

貫性が な い
。
　
．
」4）ヴ ァ ル ター ・ピ ン ク は出版 当時 の

『
新 メ ノ ー一・

ッ ァ J に 向け られ

た文学雰の 批判 をこ う纏め て い る。

　 こ の ような批判 を受けた レ ン ツ は 、翌年
『 「新 メ ノ ーツ ァ 」 自己批 評 』 を書か ざるを得

な か っ た。 「入間性 をい っ もエ チ ケ ッ トとい う コ ル セ ッ トの 中で の み 見 る こ とに慣 れ て い

る紳士 方の t ドン ナ ・デ ィ ア ーナが 甑迷 っ て い る ように 見 え る とい う意兒 に は 賛成 で きな

い 。 仲 略） カ メ レ オ ン 伯爵の 悪人 ぶ りは不 自然だ と思 うと い う、他人 の 意兄 に 私 は 不賛

成で ある 。
こ の 種 の 文学作品が現代の 最新 ニ ュ

ース の 中で 、残念なが ら南 の 国で も＃一の 国

で も経験 に よ り真実 で あ る こ とを知 っ て い る か らだ 。 （中略） 私 は カ メ レ オ ン 伯爵 を、読

者観客 の 目障 t
’
1に な らな い ように、無難 な色 で 描 こ うと 思 っ た 。 （中略〉我 が祖 国 に よ く

兇 られ る ツ ィ
ー

ラウ た ちは、多 くの 観察精神 を彼 ら の い つ もの 文学的 無駄話 と結合 して ，
こ の ように 私 が表現 した こ とを名誉 と思 うだ ろ う。」

（5）こ の よ うな レ ン ツ の 皮肉 っ ぽ い 言

葉か ち、自分 の 作品 が 現実社会 をあ りの まま写 した絵で ある とい う、 レ ン ッ の 確償 を読み

取 る こ とが 出 来る、と同時に レ ン ツ の 孤立 も予 想 で きる 。 ツ ィ
ー

ラ ウは知識 入だ か ら、知

識人 を批 覇す る こ と は・ レ ン ツ に と っ て 自分 の 身 内 を攻撃す る に 等 しい 行為で あ る。r家　92
庭教師 』 を絶 賛 して くれた シ ュ

ーバ ル トもこ の
『新メ ノー

ッ ァ 2 に つ い て は激 し く攻撃 し　（31＞
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　　 て きた。（6）

　　　 ピ ン ク は、
『
新メ ノ

ー
ッ ァ 』 をイタ リア の コ メ デ ィ ア

・
デ ラ ル テ と関連付 けて 論 じて い

　　　る。演劇形式か ら見れ ば そうか もしれ な い
。 ツ ィ

ー
ラウが コ メ デ ィ ア ・デ ラル テ に登場す

　　　るカ ピターノ の 変形で あ ると ピ ン ク に言わ れ れば 、

一
応納得は出来る。 しか しそれなら何

　　 故、ク ン パ 国の 王子 に な っ た タン デ ィ が 、ツ ィ
ーラウ、べ

一
ツ ァ 、 フ ォ ン ・ビーダー リン

　　 グ氏 と ヨ
ーロ ッ パ 批判の議論を激 し く戦わせ るの か、と い うこ との 理 由が 明 らか に ならな

　　 い
。 演劇作品 として の

一貫性 よりも、む しろ社会をめ ぐる議論の ほ うが レ ン ツ に とっ て重

　　 要だ っ た の で は な い か。

　　　　こ の 『新 メ ノ ー
ツ ァ 』 で は、登場 人物の 性格 も過激で ある。 と りわ け ドン ナ ・デ ィ アー

　　 ナの 烈女ぶ りは 、 デ ィ ア
ー

ナ とい う名前か らくるイメ ージ （ギ リシア神話の 狩 りの 女神）

　　　その ま まで あ る 。 や た ら と殺人 を犯 そ うとするカ メ レ オ ン 伯爵。ヒ ロ イ ン の ヴ ィ ル ヘ ル ミ

　　 ーネ で さえ、結婚 した あ とで 王 子 タ ン デ ィ と兄妹だ と （誤 っ て ）知 らされた時、その 報せ

　　　をもたらした フ ォ ン ・ッ ォ ッ プ フ を足で 蹴飛 ば し、短剣 を彼の 胸 に 当て る。ω シ ュ トル ム ・

　　　ウ ン ト・ドラ ン グの 気分が溢れて い る。シ ュ トル ム ・ウ ン ト ・ドラ ン グ文学運動の 旗手で

　　　あっ た若 きゲ
ー

テ は他 の 同志 よりも形式 を重ん じた の で 、感情の 爆発 を形式の 中に閉 じ込

　　　め ようと した の に対 して 、
レ ン ツ は、他 と比 べ られな い ほ どの 過激な内容 と不統

一な形 式

　　　の 劇 を書 い たが故に、現在で もなお彼 の 意図は理解 しが た く、議論の 対象 とな っ て い る 。

　　　　しか し こ れ ほ ど激 しい ドラマ を彼 が 書い た の は 、 人物達の 置か れた当時の ヨ
ー ロ ッ パ 、

　　 世 界で 最 も啓蒙化 され た国家群で ある と、自称啓蒙主義者たちが 自画 自賛 して い た ヨ
ー ロ

　　　ッ
パ が、文明社会 と言 い なが ら、実は如何に堕 落 した地 域 で あるか を告発 したか っ たか ら

　　　に 他な らない 。 レ ン ツ は戯曲 を社会批判の 武器 と見 て い た 。

『
家庭教師 』 で は、貴族が 家

　　 庭教 師を見栄で雇 う習慣 が 、『軍人 たち 』 で は、軍人の妻帯禁止 が批判 され て い る 。

　　　　 『新 メ ノ ーツ ァ 』 は 、
こ の 王子 を ヨ

ー ロ ッ パ 批判 の 狂言回 しに して 、ス トー リ
ー

が ジ グ

　　　ザグ に進行する 。 王子 タ ン デ ィ は、 ヨ
ー

ロ ッ パ 人だ が 、誤 っ て東南アジアの ク ン バ 王国に

　　　連れ て こ られ、そ こで世継ぎの 王子 に な っ た e 継母 に 誘惑され か けて塔 に閉 じ込 め られ る

　　　な ど した後 、彼 は当時世界で最 も文化の 進 んだ と言われて い た ヨ
ー

ロ ッ
パ に視察旅行にや

　　　っ て来た 。 だが 彼 が そこ で 観 た もの は真の 啓蒙主義で はな く、腐敗堕 落 した世界で あ り、

　　　近親相姦を も場合に よ っ ては肯定しよ うとする ご都 合主義の 啓蒙主義 で あ っ た 。 それ に比

　　　べ れば、自然に 限 り無 く近 い 東ア ジ アの ク ン バ 国は 、 まさに 天 国で ある こ とを王子は悟 っ

　　　た。

　　　　 『新メ ノ ー
ツ ァ 』 で は、 ヨ

ーロ ッ パ 人 （白人）の 他の 人種 に対す る優越感 と、貴族お よ

　　　び知識人たちの 民衆 に対するその 優越感 と傲慢が批判 されて い る。 こ こ で は、白色人種 が

　　　他人種 よりも優れ て い る と い う優越感の 無意識的 な変形で ある啓蒙主義 と、その 担 い 手で

　　　あ る知識人が批判 され て い る 。
こ の 啓蒙主義は、真の 啓蒙主義で はな く、借 り物の 啓蒙主

　　　義で あ る 。

　　　　こ の 「啓蒙主義的知識人」 に は 二 種類 あ る 。

一
つ は ツ ィ

ー
ラウ の ような、賢人 を集め れ

　　　ば 理想的な国家が 出来る とい う楽天主義者で あ り 、 もう一
つ は べ 一

ッ ァ の よ うな 、 極端に

g1　 快楽 を否 定す る敬虔主義的 な悲観論者で ある。

（32）　　1− 7の ツ ィ
ーラウ の 台詞 は賢者待望論で 、そ の よ うな賢人を幾 ら寄せ 集め て も、世 の
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」．M ．　R．レ ン ツ 噺 メ ノ ーツ ァ 』 に お け る過激 な祉会批 判 岡田恒雄

中は よくも悪 くもな らな い と、 レ ン ツ は王 子 に言 わせ て い る 。

（8〕マ チ
ーア ス ・ル ゼ

ー
ル ケ は

Zierauは Zitat（引 用） に 由来す る と 主 張 す る。

tg）ツ ／
一

ラウ の 行動 ・性格 は、愚の 一語に

尽 きる 。 無意識に せ よ、ある い は善意か ら に せ よ、ツ ィ
ー

ラウ はカ メ ー レ オ ン倍爵が ヴ ィ

ル ヘ ル ミーネ を強姦する手助 け を した の で あ り、 ドン ナ e
デ ィ ア ー

ナ の 言 葉通 り τ
一
女郎屋

の 主入 」 で ある。Cle）V − 3 で退 屈 の あま り自殺 した い と い うツ ィ
ー

ラ ウ に 、ゲ ーオ ル ク ・

ビ ュ
…ヒ ナ

ー 『
レ オ ン ス と レ ーナ』 （1850）の 王子 レ オ ン ス の 原型 を見 るこ とが 出来 る が 、

レ ン ツ はむ しろ頌 識 人 の 無 力を表現 した の で はな い か 。 最後の 三一致の 法則 に対す る攻撃

も．フ ラ ン ス の 啓蒙主義、お よび それを鵜
．
呑 み に する ヨ ー

ハ ン ・ク リス トフ ・ゴ ッ トシ ェ

朴 （17〔｝卜 ／766）やク リス け ・
マ ル テ ィ

ー
ン

・ヴ ／
一

ラ ン ］・ （1733− 18131 舵 、 ド

イ ツ の えせ 啓蒙主義者、と レ ン ツ が考えた文入達 に対す る容赦の 無 い 攻撃で ある。その 余

りに 激 しい 攻撃性 故 に、 レ ン ツ の 生 きた 18世紀後半 （フ ラ ン ス 革命 lltl） に は む ろ ん の こ

と、19世紀か ら現在 に 到 る まで 、 無 理解 の ま ま無視 されて きた 。

　
一

方、 II− −6 で登場 した修士 べ 一一ツ ァ は禁欲主義者 で 、 現実社会否定 を主張す る。彼

が 、愛 は女郎屋 で の 性愛に 他な らな い と い っ て 嫌悪するの に対 して 、モ子 タ ン デ ィ は快楽

を否定 しな い 。 と こ ろが IIト 11で は、べ 一
ツ ァ は近親相姦を容認 し ，肯定する 。

こ こ で レ

ン ツ はモ子 の ［iを借 りて 、知 識人の ご 都合主義を痛烈に批判す る。
「それ で 良心 に 毒 を盛 るの か 。去れ、裏切 り者！正 しい 行為 を したとい う意

．
識が あれ ば決

して 不幸 に な る は ず が な い 。心 痛 と苦悩は まだ不幸 とは言 えな い 、あ る意 味 で は幸せ と も

言え る、幸せ に なるため の
．
最低 の 基盤が 良心 の 呵 責なの だ 。Jm

｝

　 フ ォ ン
・ヴ ィ

ー
ダ

ーリ ン グ氏 も近親相姦 を容認 した点で批判 され る べ き人物 に なる。結

局 は、王子 タ ン デ ィ とヴ ィ ル ヘ ル ミーネは 赤 の 他入 と分 か る の で 、め で た く結婚 で きる

が 、
べ 一

ツ ァ や フ ォ ン
・
ヴ ィ

ー
ダ

ー
リ ン グ氏の こ の 近親相姦容認 は、 ヨ ー ロ ッ

パ 入の 倫理

感 喪失 を暴露 して い るL．

　 ス トt一
リ
・…

の 展開 が、 『家庭教 師』 や 『軍 入た ち 』 に 比 べ て 、不 自然 に 感 じ られ る の は

確 か で ある。 しか しこ れ は社会批判 が 先行 し 、 筋 の ス ム ーズ な流れ を歪め て い るか らで あ

る。 こ の 啓蒙化 さtx、自分 た ち の 社会が世界で 最先端の 文明 社 会 と自負 して い る ヨ ーロ ッ

パ 八批判が激烈なの は、こ の ヨ
ー

ロ ッ パ 社会の 項点に立 っ て い る貴族 階級 を糾弾 し、そ の

存在 が不必要 で ある こ とを レ ン ツ が 主張 した い た めだ と思 う。

　先程 挙げ た 訂
’

「新メ ノー
ツ ァ」 自己批評 』 の 貴族批糊 にそ の 片鱗が伺 える。 IV− 2 で カ

メ レ オ ン 伯爵は ヴ f ル ヘ ル ミーネ をほ れ薬 を使 っ て強 姦 しよ うと して い る こ とが分 か る 。

H ． L ．ヴ ァ
ー

グナー 『
嬰 児殺 し』 の フ ォ ン ・グ レ ーニ ン グ ス ヱ ッ ク が 眠 り薬 を使 うよ う

に 評
2 ｝

　レ ン ツ の 三大戯曲で は 、悪徳 貴族が そ れ ぞれ 登場 する。『家庭教 師 』 の ザ イ フ ェ ン ブ ラ

ー
ゼ 、

『
薪メ ノ …

ツ ァ 』 の カ メ ー レ オ ン 伯爵、『
軍 入たち 』 の デ ポ ル ト。三 入 と も完全に 否

定 され るべ き 「悪 」 で ある。 レ ン ツ が ケ ーニ ヒ ス ベ ル ク大学で の 勉学 を放棄 して 、クラ イ

ス ト兄 弟の 家庭 教師あ る い は従僕 と して ドイ ツ 、フ ラ ン ス な どへ お供 し、特 に軍隊の 貴族

将 校 と交際 した時 の 体験 か ら、彼は、乙女 を誘 惑 する こ とをこ の 上 な い 薄び とす る若 い 貴
族の 艶 性 を徹底的 に 齬 しf・e の と思われ る・ザ イ フ ・ ン ブ ラ

ーゼ に あ っ て ｛ま麟 で あ go
っ た もの が、デ ポル トとカ メ

ー
レ オ ン 伯爵 に あ っ て は、度 し難 い 悪 と して描 かれ て い る 。　（33）
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明 星大学 研 究紀 要 【日本 文化 学部 ・言語文化学科 】第 3 号 1995年

改心 の 見込 み が な い の が 、レ ン ツ の 描 く悪徳貴族 の 特色で ある。啓蒙化 され たは ずの ヨ ー

ロ ッ パ の 最悪の 部分 は、貴族 の 腐敗堕落、性的放縦で ある。啓蒙主義 は こ の 悪 には無力で

ある。とすれ ば、フ ラ ン ス か ぶ れの 良 き趣味 を容認 す る ツ ィ
ー

ラ ウ流 の 啓蒙主義は否定 し

なければな らな い
。

ハ イン リヒ ・レーオポル ト・ヴ ァ
ーグナ

ー 『嬰児殺 し』 の 軍人貴族 フ

ォ ン ・グ レ
ーニ ン グス エ ッ クは エ ー

ブ ヒ ェ ン を誘 惑 し、彼女 の 家族 を崩壊 させ た こ とを激

しく後悔 し、彼女 を救お うとする 。
レ フ ・ニ コ ライ ェ ヴ ィ ッ チ ・トル ス トイ

『
復活 』 （1899）

の ネフ リュ
ー ドブ 公爵が カ チ ュ

ー
シ ャ を救 おうとする ように 。 しか しレ ン ツ の 戯 曲で は 、

女 性を誘惑 し た貴族デ ポル トとカ メ レ オ ン 伯爵は後悔の か け らも持ち合わせ て い な い
。 カ

メ ー
レ オ ン 伯爵の 美辞麗句は、ただ ただ女性 を誘惑す るこ との み を目的 とする 。 その よ う

な伯爵 に こ ろ りとまい っ て しま うフ ォ ン ・ビーダーリン グ夫人 も軽薄な女性 と して 批判 さ

れて い る 。 彼 を破滅 させ るに は、 ドン ナ ・デ ィ ア
ーナの よ うな激 しい 気性の 女性 を登場 さ

せ る必 要が あ っ た。 レ ン ッ の 目か ら見 れ ば、美 しい 自然、良 き趣 味の本質 は、「偽 り」 で

あ り、む しろ ス ペ イ ン の 大貴族の 令嬢 らし くな い ドン ナ ・デ ィアーナは、そ の ようなフ ラ

ン ス 趣味 を撃 つ ため に選 ばれた人で あ っ た。彼女は取 り替 えられた の で あ り 、 本当は貧乏

貴族ヴ ィ
ーダー

リ ン グ氏の 娘で あ り、王子タン デ ィ とは実の 兄 と妹 に なる 。

　さ らに先 に述 べ た ように、 ドンナ ・デ ィ ア
ーナの 目か ら見れ ば 、 無意識的 に せ よ、ッ ィ

ー
ラウはカ メ レ オ ン伯爵が ヴ ィル ヘ ル ミーネを強姦す る手助け をしたの で あ り、これ は貴

族の 悪徳を知識人が 支 えた 、 ある い は 非難 しなか っ た事 の 比喩に な っ て い る 。 貴族 と知識

人は同類な の で ある 。 そ の こ とを レ ン ッ は攻撃 した の で ある。

　結末の V − 2 ・3 に お ける フ ラ ン ス 演劇の 三
一

致 の法則などに 対する批判 は 、 や は り フ

ラ ン ス 流啓蒙主義 お よび ドイ ッ にお けるその 亜流 に対す る批 判 で ある と考え られ る。人形

劇を見て 大笑 い するの が好 きとい う父 の 市長 に対 して 、ツ ィ
ー

ラウは 「良 き趣 味の ない 娯

楽は娯楽 と言えな い ん です 。 」
「美 しき自然 を模倣 して い ない もの が、パ パ 、人の 気 に入 る

はずが な い んです。」
「で も

一
体、少 し もイル ジオー

ン （劇的錯覚）の な い 劇 を見 て どん な

満足が 出来 ると い うん で す 。 」
「錯覚 を起 こ させ る ため に、若干 の規則が決め られ 、 （中略）

そ の 中で は三
一

致 の 法則 （drei　Einheiten）が 重要で 、こ れ は特 に議論 の 的 に な っ て い ま

す。これ は筋全体 が多 くて 24時間以内に 、 決まっ た場所で 生 じな い と、 私 は その 筋が 良 い

と見 なせ ず、そ うなると作品に対 する楽 しみ も全 て失われ る と い う法則です。」
（’3）な ど と

主張す るが、これ は ツ ィ
ー

ラウ と い う名前通 りの 引用 で あ り、それを ツ ィ
ーラ ウ の 父で あ

る市長が 痛烈 に批判 す る。 V − 3 で 、退屈 の あ ま り自殺 した い と い うツ ィ
ー

ラ ウ の 部 屋

に 、試 し に 三
一致 の 法則に 則 っ た芝 居 を見て きた父 が ス テ ッ キ を振 り上げて 入 っ て 来て 、

　「こ の 犬め ！お 前は まと もな人達の 楽 しみ を駄 目に するつ もりか 。俺の 折 角の 夕 べ の 楽 し

み を毒 に変 えて しまっ たな 。 」
〔14）と言 っ て、 ツ ィ

ー
ラ ウ を ス テ ッ キで 殴 る。これ は フ ラ ン

ス 演劇理論 に対する批判で 、三
一

致 の 法則に則 っ た演劇 こ そ 当世風 で 、こ れ だ けが演劇 だ

と主張す る、知 識人 へ の 批判に な っ て い る。一見唐突 な付 加場面 に 見え る V − 2 ・3 は、

退屈 し切 っ て い る ツ ィ
ー

ラウ を見 せ る こ とに よ り、彼 の 借 り物の 主 張をナ ン セ ン ス な もの

に貶め て知識人 の 無力 を強調 して い る の で 、や は り劇 の 本筋 に繋が る重要な場面で あ る。

　

ラ

9483　

（
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J．M ．R．レ ン ツ 『新 メ ノ ー・ツ ァ 』 に お け る過 激な社 会 ｛比判 睡田 ’娵雄

3 ．「
新 メ ノ ー

ツ ァ （Der 　 neue 　Menoza ）s の
「
放 蕩息 子 」

　 と こ ろ で 、V − 1 で、 フ ォ ン ・ピー
ダ
ー

リ ン グ氏 は、ク ン バ 国．T．子 タ ン デ ィ が 、実は イ

エ ズ ス会 士に連れ去 られた実の 息子 だ と分 か っ て、タ ン デ ィを抱 き締 め なが ら 「放蕩息 予

　 ト　　　
，＝＝”・、

．♪ eJ 　 ζ 高 つ ゆ

　 こ れ は聖書 の ル カ に よる福 音書第 15章で 、 イ エ ス が語 るた とえ話で ある放蕩息子 （der

verlorene 　S　ohn ）の 北喩 の 、パ ロ デ ．イ ー
で あ る 。 福音書第 15章 の 粗筋 は次 の とお O で あ

る。父か ら財産 を労け て もら い 、旅 に 出た 弟が 、放 蕩で 財産を使 い 果た し、悔い 改 め て帰

宅 した の で 、父 は霽び祝 宴を閣 い た 。 こ れ まで 父に 佳えて きた兄が 怒 っ た の で 、父 は 「 子

よ、お前は い つ もわ た し と
・・
緒 に い る。 （中略〉だ

’
が お前 の 弟は死 ん で L−・ た の に 生 き返 っ

た． い な くな っ て い た の に．見っ か っ た の だ 。 祝宴 を開 い て楽 しみ 喜ぶ の は 当た り萬で は な

い か。」、 と兄 に 言 っ た 。 兄は、悔 い 改め た罪 入を許 さな い 7 ア リサ イ派や律法学者 の た と

えで ある 、 弟っ ま り放蕩息子は、父 なる神 に許 され る幸せ な入 で ある。

　 ア ル フ レ ヒ ト・シ ェ
ーネは 、『言語 形成 力 と して の 宗教 言語 の 世俗化一 ドイ ッ の 牧師予 弟

の 文学 の 研究 」 （Sakularisation　als 　sprachbildende 　Kraft− Studien　ziユr　Dichtu1．Lg　deuts−

cher 　 Pfarrers6hne）〔15）
で 、

『
家庭教師』 の 複雑な筋 の 中か ら、放蕩 息子 の 比楡 に 適合する

部分 を取 り出 し、次 の ように定式化す る。

　 予が 家に い て、親 と同居 し 、 住ん で い る と い う本来の状 況を前提条件 と して、次 に 、子

が 家 に は お らず、親 と別居 し．住ん で い な い とい う緊迫 した形態が作 り出され 、そ の あ と

で、チ が家 に い て、親 と同居 し，住ん で い る とい う本来 の 状況が 回復 され る こ と を 、 放蕩

怠子 の 比 喩を満 たすサイ クル と 晃 て い る、つ ま り在 宅→ 不 在 → 許された あとで 在宅 （あ る

い は平穏
一．

・ 不 和 → 平穏 ）の プ ロ セ ス が あれば 、シ ェ
ーネに は それ が 放蕩息子 の 比喩 に な

る。ζ聯

　こ の 放蕩息子の 比喩は 『家庭教師』
『軍人た ちriに も書かれ て い る．『新メ ノ…

ッ ァ s で

は、V − 1 で 、フ t ン
・ピ ー・

ダ
ー

リン グが 王 子 に 「放蕩息子 よ。 」 とい うが 、こ れは パ w デ

ィ
ー

で ある．侮故な らル カ に よる福音書で は、父親 の 意思が 放蕩息子 を成 り立 たせ るの に

対 し、こ こ で は、父 は受動的 な役割 しか
．
果た して い な い か ら で あ る 。 許 され たあ と で 在

宅、の モ チ
・一

フ が、こ の 場面 に は欠 けて い る。 つ ま り父親 は、息子に在 宅を許す の で はな

く、在宅 ＝ ヴ ィ ル ヘ ル ミーネとの 近親結婚 を懇願 して い るの で あ る。父親が 怠子 に 碩 を
．
ド

げて い る 。 福 音書の
「

放蕩息子 」 と比較すれ ば、父親 と息予の 立場が 逆転 し、患予が選択

権 を保持 して い る の で 優位 に 立 っ て い る 。 さ ら に、許 され る弟 を見 て怒る 兄 もい な い
。 こ

れ は 17世 紀 の 現代 で は、放蕩息 子の 比喩 は成 立 しえ な い 、と レ ン ツ が 考 え て い た こ とを意

味 す る 。
つ ま ｝）、父親 ＝ 神 （Vater＝Gott） の 支配す る秩序が 、つ ま り家父長制 の 価植が

崩壊 して い る、 と レ ン ツ は考え た の で ある。

　こ の 劇 で は フ ォ ン ・ビ…ダ…リ ン グ氏が 家長 で あ る。本来貴族の 欲望か ら家を守る の は、
一

家 の 主で ある家長 の 役割 で あ っ た 。 しか し、こ の 家で は、夫入 の 気持 ち は カ メ ー
レ オ ン

狛爵に傾 い てお り、さ ら に結婚式 を挙げ たば か り の 二 人 は 兄妹 だ と言わ れ て 、タ ン デ ィ は

凝 出る・こ 傭 態 に直面 して ・フ ・t ン ゼ ー
ダ刊 ン グ氏 腑 効 な轍 策を見 出せ な い 。 88

例 え ば レ ッ シ ン グ の 戯曲
「

エ ミ
ー

リア ・ガ ロ ッ テ ィ 』 で は、家父長制は まだ健在 で
．
、父親 　（35 ）
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の 権威は確立 して い た 。 それゆ えエ ミ
ー

リア は父親オ ドア ル トの 手 に掛か るこ とに よ り、

悪徳貴族の 毒牙 を免れ るこ とが 出来た 。 しか し レ ン ツ や ヴ ァ
ーグナーの 戯曲で は、家父長

制は本来 の機能を失 い 、市民社会 は内部崩壊 の 危機 に さ らされ て い た 。 市民 階級 の 間で 階

級格差 が生 じ 、 上流市 民 は貴族階級 に擦 り寄 り始め た 。 市民社会 の 分裂状況 の 中で なすす

べ もな い の が、 レ ン ツ劇 の 父親像 で あ り、父親の 権威が 喪失 され て お り、父親 ＝神 の 世界

が 崩壊 して い るか ら、放蕩息子 の 比喩 も歪ん だ形で しか成 立 しえな い とい うの が、 レ ン ッ

の 社会劇 の 本質の
一端 を示 して い る と思 う。 フ ォ ン ・ビ

ー
ダ
ー

リ ン グ氏は、兄妹の 近親相

姦関係の 危険を省 みず、二 人 を結婚 させ ようとす る 。 これが もし許され．る とすれば家族制

度が 、 更 には社会制度が 崩壊す る 。 フ ォ ン
・ビ ーダー リン グ氏 は 、 そ の こ と の 危険性 に 気

付 い て い な い
。

　啓蒙主義の 風潮 の 中で 、神の 蜘 斉をもはや信 じられず、だか ら とい っ て、個の 思 想 もま

だ確立 して い なか っ た 18世紀後半 の ドイ ッ で は、個人が 自主 的な行動 を取 る こ とが で き

ず、社会や状況 に翻弄 されて い た。 レ ン ッ の 戯曲は そ の ような時代 を写す鏡 と して の 価値

を持 っ て い る。レ ン ツ に と っ て 「放蕩息子 J の 比喩の パ ロ デ ィ
ー

は、常に 社会批判 の 要で

あ っ た。

　結局 、 カ メ ー
レ オ ン 伯爵 を破滅 させ るの は、フ ォ ン ・ビ ー

ダ
ー

リ ン グ 氏で は な く ドン

ナ ・
デ ィ ア

ーナで ある。 現実 には存在 しそ うもな い 彼女の 手に よっ て 、初め て カ メ
ー

レ オ

ン 伯爵は倒 れる の で あ る 。 こ の ドン ナ・デ ィ ア
ーナに、ア ン シ ャ ン

・
レ ジーム を倒 した1789

年の フ ラ ン ス 大革命 の イメ ージ を見 るこ とは出来ない だ ろ うか 。い ずれに せ よ、17世紀後

半の ドイツ ある い は ヨ
ー

ロ ッ パ の 、国王 ・貴族を頂点 とす る体制は 、 既 に福音書の 「放蕩

息子」 の 父親 に なれ るだ け の機能 を喪失 して い たの で、存続不可能 と レ ン ツ が 考えて い た

こ とだ けは確か で あろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔了〕

　

ラ

7683　

（

粗 筋◎第
一

幕

　 OI − 1 （第一幕第一場の こ と、 以下同形式。本文 も同形式。）ナウ ム プ ル ク ： フ ォ ン ・ ビー

ダーリ ン グ氏 （愚直な人 の 意） は ハ レ 近郊 の ナ ウ ム ブ ル ク の 自宅 に、旅 の 道連れ に な っ た、東

南ア ジアの ク ン パ 国王子 タン デ ィを連れ て くる 。 王子は啓蒙主義 の 普 及 した ヨ ーロ ッ
パ の 実態

を視察に来た の だ 。
ヨ ーロ ッ パ 人の 王子は、イエ ズ ス 会士 に連れ られ て ク ン バ 国へ 行 き、小姓

か ら王子 に な っ たが、王妃 の 讒言 の た め 、ピ ラ ミ ッ ドの 塔 に 幽閉 され た。その 経緯 を ビーダー

リン グ夫入 と娘の ヴ ィル ヘ ル ミーネ に 語 っ て い る途中 で、ヴ ィ ル ヘ ル ミーネが 失神 する。

　 OI − 2 。 ドゥ レ ース デ ン ：カ メ
ー

レ オ ン 伯爵 （節操 の ない 人 の 意）は 自分 の 農場管理人 か

ら、ビー
ダ
ー

リン グ退役大尉に 小作地 を貸す の は不利益 である とい われ るが 、伯爵は耳を貸さ

ない
。 そ こ ヘ ドン ナ ・デ ィ ア

ー
ナ が 来 て 、従僕 の グ ス タ フ が 自分 を殺 そ うと した、と告 げ る。

　 OI − 3 。ナウム プル ク （1− 3〜II− 2） ： ビーダーリ ン グ氏 が 小作地 に 引 っ 越 す と言 うの

で 、夫人 が 反対する 。 彼 が ツ ォ プ フ 氏 の 来訪 の 予定 を告げ る と、ッ ォ プ フ 氏に任せ た か ら、息

子 が 行方 不 明 に な っ た の だ と言 っ て、ビーダーリ ン グ氏 を責 め る。

　 OI − 4 。ヴ ィ ル ヘ ル ミーネ が 物 思 い に沈 ん で い る と、彼女の 両親を探 して い る王子 が 来 て

出 て い く。

　 OI − 5 。 カ メ ーレ オ ン 伯爵 が 、連 れの 女 （ドン ナ ・デ ィ ア ーナ）は兄 の 妻で 、自分 は エ ル

ツ レ
ーベ ン 伯爵 を射殺 し た の で 逃亡 して い るの だ、と嘘 をつ く。
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T、M ．R．レ ン ツ　
「新 メ ノーツ ァ 』 に お け る 過激 な社会 批 判 岡田

・
置 隹

　OI ・− 6 。王子 が 庭 の 木 に ヴ ィル ヘ ル ミーネ の 名 前を刻 む。

　OI − 7。学士 ツ ィ
ー

ラ ウ が 王子 の 部屋 に来て、啓蒙された ヨ
ー

ロ ッ パ を視察 に来た干 子 を

誉め 、ヴ ィ
ー

ラ ン トの
ffJ

黄金の 鏡 』 を真似 て 書 い た論文 が 実現す れ ば、つ ま り賢者た ち が 国 を

支配すれ ば 、理想 の 国が 成 立する と力説する 。 王子 は幻滅す る。

◎第 二幕

　OII−− 1。ヴ ィ ル ヘ ル ミーネが、ナイ 7 で 木 に彫 られた自分 の 名前を削 っ て 去 る。伯爵に 追

い か け られ て 再 登場。伯爵が ヴ ィル ヘ ル ミー
ネ に しつ こ く愛 を告 R する 。 彼 女 が 助 け を求め る

と、王 アが 禺て 来て剣を抜き．伯爵 は去 る。

　OII − 2。東嵐 王 子 は伯 爵 に 決闘 を申 し込 む が 、結局侮蔑の 言葉 を吐 い て 出 て 行 く。

　OII − 3。イ ン メ ン ホー一一
フ ： ドン ナ

・
デ ィ アー

ナが乳母バ ベ ッ トに 手紙 を読め と 強要 して い

る。そ れ は デ ィ ア ー
ナ の 母 （ス ペ イ ン の ベ ラ ス 伯爵夫人）か ら来た もの で 、そ こ に は．デ ィ ア

ー
ナ の 父 ス ペ イ ン の ベ ラ ス伯爵が 毒殺 された と書かれ て い る。

　OII− 4。ナ ウ ム ブ ル ク （II− 4 〜II（− 1 ま で 〉 ：T．子 の 部屋 。 啓蒙され た と称す る ヨ
ーu

ソ
バ に 幻滅 した王 子 は。邪 な王妃 の 死 んだ ク ン バ に 帰国する決意を固 め 、ヴ ィ ル ヘ ル ミーネ を

妻 に と ビーダー一リ ン グ氏 に 申 し込 む。

　OII − 5 。 カ メ ー
レ オ ン 伯爵 が ビーダーリ ン グ夫人ク）手や膝 に 接吻 しな が ら、ヴ ィ ル ヘ ル ミ

ー
ネへ の 愛 を告 白す る。

　OII− 6 。 王 チの 部澪。ツ ィ
ー

ラ ウ が 王子 に修士 べ 一
ツ ァ を引 き合わせ る 。

べ 一
ッ ァ は 今 の

世 に絶望 し、．一
切は空虚で あ る と 言 っ て 、禁欲主義を説 く。 モ 子 は 調和 の と れ た愛を主張 しす

る。

　OII− 7。ヴ ィ ル ヘ ル ミー
ネ を妻 に と望 む 王 子 と ビー

ダ
ー

リン グ夫妻 の 前で、ヴ ィ ル ヘ ル ミ

ー
ネ は 王子 へ の 愛を告臼し、王子 は気 を失 う。伯爵に好意を寄せ る夫 八は こ の 結婚 に 不賛成 で

あ る 。

◎第三 幕

　OIII− 　1 。 東屋。ビー
ダ
ー

リ ン グ氏 は カ メ ー
レ オ ン 伯爵 に 小作地 を買 い 取 りた い と 申 し出

る。 ヴ ィ ル ヘ ル ミ
ー

ネとの 結婚を申 し込 む 伯爵 に 、 ビ
ー

ダーリ ン グ氏は 彼女 は 三 日 前 に 王 子 と

結婚 したと言うの で、伯爵は 彼 の 首を締 め る が、ビーダー
リン グ氏 に 踏 み つ け られ る。和解 し

た あ と、ビーダー
リン グ氏 はク ン バ 礼讃 の 熱弁 を振る う。

　OIII− 2。イ ン メ ン ホ
ー

フ ：バ ベ ッ トが 手紙 を持 っ て きて、 ド ン ナ ・デ ィ ア
ー

ナの 本当の 両

親 が 生 きて い る と報告 する 。 デ ィ ア
ー

ナ はカ メ ー
レ オ ン 伯爵を捜 し出 し、女が 一緒な 9， 許 さ な

い と息、巻 く。

　OIII− 　3　． ナ ウ ム ブ ル ク ：王 子 とヴ ィ ル ヘ ル ミーネが 睦言 を交わ して い ると こ ろ’
＼ ツ ォ プ

フ 氏 が 来て、二 入 は 兄 と妹 だ と言 うの で 、愕然 と した 王子 は 部屋 を 出 て い く。 失神 か ら 目覚 め

た ヴ ィル ヘ ル ミー
ネは、ッ ォ プ フ 氏 を蹴飛 ば し、絶望す る。

　OIIト 4 。 ドゥ レ
ー

ス デ ン ；伯爵 が ナ ウム ブ ル ク へ 行 っ た事を知 っ た デ ィ ア ー
ナ は、自分 と

取 り替 え られ た ヴ （ル ヘ ル ミ
ー

ネク）容姿 をパ ベ ッ トか ら聞き、嫉妬 に か ら れ て 伯 爵 をマ ド リ ッ

トに 連 れ 戻 す と言 っ て わ め く。

　OIII− 　5　。ロ ーゼ ン ハ イ ム ：農園。ツ t プ フ 氏 が 、ピ ーダーリ ン グ 氏 に 、「君 の 息子 を捜 し

出 した。」 か ら、再会 で きる と告 げ る 。

　OIII− 6 。 ナ ウ ム ブ ル グ 1絶望 して い る ヴ ィ ル ヘ ル ミーネ を、ビ
ー

ダ
ー

リ ン グ 夫 人 と カ メ ー

レ オ ン 伯爵が 慰 め て い る と こ ろ へ 、ビー
ダ
ー

リ ン グ 氏 が 来 て 、始 め て 王 子 と ヴ ．｛ ’レヘ ル ミーネ

　

ラ
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が兄妹だ と知 る （しか しこ れは真実 で は なv   IV− 3で 真相が明 白になる 。 王 子 と ドン ナ ・デ

ィ ア
ーナが 実の 兄妹で、ピーダ

ー
リ ン グ家の 子供たちで ある とい うの が 真相で あ る）。修士 べ

一
ッ ァ が 来 て 、兄妹 で あ る 二 人 は 結婚 で きると、詭弁 を弄 する 。

　OII卜 7 。 ドゥ レ ース デ ン か ら来 る街 道 ：デ ィ ァーナ とバ ベ ッ トは、こ れ か ら王子 を探 しに

ドゥ レ
ー

ス デ ン へ 向か うグ ス タ フ に、毒殺未遂 の 復讐は しな い と言 っ て、む りや り馬車 に乗せ

る 。

　OIII− 8。ナ ウ ム プ ル ク ：ビーダ
ー

りン グ夫人 と ヴ ィル ヘ ル ミーネが 、そ れ ぞ れ に 来 た 王 子

か らの 手紙 を読ん で い る。夫人は、5年後に 会 お う と書 い て きた 王 子 を諦め るよう に と勧め、

伯爵を持 ち上 げ る。

　Om − 9。ラ イプ ツ ィ ヒ （III− 9 〜HI− 12まで） ：喫茶店。ビー
ダ
ー

リン グ氏 とべ 一
ッ ァ が

喫茶店主か ら王子 の 消 息を聞 き出す。

　OIII− 10。ホー
ル 。 乞食や賤民が酒代を出 して くれ た王子を讃えなが ら飲 む。王子 が去 っ た

後、ビ ーダーリン グ氏 とべ 一
ッ ァ が 来て 、給仕 に 「私 が 会 い た が っ て い る」、と息 子 の 王 子 に

伝 えて くれ、と依頼する。

　OIII− 11。 宿屋 の 隣 の 小 さな庭。王子 は 父 との 面会 を拒否 し、近親結婚を認め るべ
一

ッ ァ の

詭弁を、世界 を豚小屋 に変え る もの と断 じて、否定する。

　OIII− 12。ライプ ツ ィ ヒ の 通 り。ビ ー
ダ
ーリ ン グ 氏 は べ

ー
ツ ァ に 、王子 と ヴ ィ ル ヘ ル ミ

ー
不

の 結婚 を認めて もらうため に、 ドゥ レ ース デ ン へ 行 っ て 来 る と告げ る 。

　OIII− 13。ナ ウ ム ブ ル ク ：カ メ ーレ オ ン 伯爵が ツ ィ
ーラ ウ に、ヴ ィ ル ヘ ル ミ

ー
ネ の た め に舞

踏会 を催 した い か ら、ッ ィ
ー

ラ ウ の 父 の別荘を貸 して ほ しい と依頼する 。

　

ラ
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　OIV − 1 。 ナ ウ ム ブ ル ク ：ヴ ィ ル ヘ ル ミーネが 舞踏会 に 行 きた くない と言っ て 、刺繍を して

い る所 へ 、ツ ィ
ー

ラウ が め か しこ ん で 迎 え に来 る。デ ィ ア
ー

ナ とバ ベ ッ トが 来 て 、気乗 りの し

な い ヴ ィ ル ヘ ル ミ
ー

ネ に 代わ っ て 、　〈伯爵の 兄 の 夫人 と誤解 され て い る）デ ィ ァ
ーナが 伯爵 を

び っ くりさせ るた め に、仮面舞踏会 用の ドミ ノ服 を借 りて行 く。バ ベ ッ トを残 して 行 く。

　OIV− 2。ツ ィ
ーラ ウの （父 の ）別荘 の 前。並木道。夕暮れ。カ メ ー

レ オ ン 伯爵は、ヴ ィ ル

ヘ ル ミーネを迎 えに行 っ た ツ ィ
ー

ラ ウ の帰 Pが 遅い の で 、イラ イ ラ し な が ら、薬 を使 っ て ヴ ィ

ル ヘ ル ミーネを手に 入 れた い とい う欲望 を独 臼する 。

　OIV− 　3 。 ナウ ム ブ ル ク ：ヴ ィル ヘ ル ミーネ とバ ペ ッ トが （ビーダ
ー

リ ン グ家の ）庭を散歩

して い る。バ ペ ッ トが ヴ ィ ル ヘ ル ミー
ネ に、「あなたは王子 の 妹 で はな い

。 」 と断言する。ヴ ィ

ル ヘ ル ミーネ は ス ペ イ ン の ヴ ェ ラ ス 伯爵 の 娘で、伯爵が シ ュ レ
ージ エ ン 戦 争 の た め に、 ドゥ レ

ー
ス デ ン の 宮廷 に 来た時、彼女が 生 まれ た。くる病 の 兆候が見られ たの で 、ビーダーリ ン グ 家

の 娘 で あ る、現在 の ドン ナ ・デ ィ ア
ーナと取 り替え られた、と真実を明 か す。心 か ら喜ん だ ヴ

ィ ル ヘ ル ミ
ー

ネは、バ ベ ッ トと
一

緒に タ ン デ ィ 王子 を探 しに 出掛ける。

　QIV− 4。沢 山 の 明 か りが 飾 られ て い る ツ ィ
ーラ ウの （父 の 〉別 荘の 前。 グ ス タ フ が 、カ メ

ーレオ ン伯爵が ドン ナ
・
デ ィア

ーナをヴ ィ ル ヘ ル ミーネ と誤解 す るか どうか 見て や ろ うと言 っ

て、別荘 の 中へ 入 る 。

　 OIV − 5 。グス タ フ が再び 出て くる。伯爵 が ほ れ 薬 の 入 っ た パ ン チを勧め た が、 ドン ナ ・デ

ィ ア ー
ナ は仮面を取 らな か っ た （薬を飲 まなか っ た ）、と興奮 し なが ら再度中へ 入 る 。

　 OIV− 6 。（別荘内 の ）舞踏会 の 広間。ビーダーリン グ夫人 は、 ドン ナ
・デ ィ ア

ー
ナ が ヴ ィル

ヘ ル ミーネ の 代わ りに こ の仮面舞踏会 へ 来 て、伯爵と二 人 で 消 え た こ と を 不満 に 思 う。突然近

くの 部屋 か ら叫 び 声 が 聞 こ え、太 っ た男 が 戸 を突 き破 っ て 入 る と、二 人 が 床 に 横 た わ っ て い
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J、M ．R．レ
．
ン ッ

『
新 メ ノ

ー
ッ ァ 」 に おけ る過激 な 社会批 判 岡 田 恒 雄

て 、ヴ ィ ル ヘ ル ミー
ネを強 姦しようとした 伯爵が、 ドン ナ

・
デ ィ ア

ー
ナ に 刺 され た こ と が 分 か

る。デ ィ ア ーナ は ツ ィ
ー

ラ ウ を 「女郎屋 （の 主 人〉」 と罵 る。首 吊 り 自殺 した グ ス タ フ の 死体

を見 て、重傷 の 伯爵は気絶す る 。

“ 6 ）

◎第石．幕

　OV − i 。ライプ ツ ィ ヒ か ら ドゥ レ ー
ス デ ン へ の 街道 に あ る 駅馬車 の 駅舎 ： ピー外 一リ ン グ

氏 と王子タ ン デ ィが駆け寄 り、抱 き合 うc ビ
ー

ダーリ ン グ氏が 「
放 蕩息子 よ」 と呼 び掛 け る．J

王
．f と ヴ ィ ル ヘ ル ミ

…
ネ との 結婚 の 有効性 は、宗教 当局に よ り認 め られ た の で、ナウ ム プ ル ク

へ 帰れ とい う父 の 命令 に、…
度は従 っ た王 子 だ が 、や は り

一．一
入で 去 ろうとす る。ヴ ィ ル ヘ ル ミ

ー
ネ とバ ベ ッ トが 入 っ て きて 、ヴ ィ ル ヘ ル ミーネが 王子 の 妹 で は な い と 断言 し、ピー一

ダ
…

リ ン

グ 氏 も事 の 真相 を知 っ て 喜 ぶ 。（．17 ）

　OV − 2。ナ ウ ム ブ ル ク ： ツ ィ
ー

ラ ウ が ヴ ァ イオ リ ン を弾 い て い る と、父 の 市長 が 入 っ て き

て．人 形劇 を
一

緒 に 見 に い こ うと誘 う 。 市長 が ハ ン ス ヴ ル ス トの 出 る人形劇 が 大 好 き だ と需 う

と、ツ ィ
ーラ ウ は 父をせ せ ら笑 っ て ．「

良 き趣昧 」
「美 し い 自然」 を感 じさせ な い 娯楽は 娯楽で

はな い と反論 し、虚構、ヨ三・．．’致 の 法則 とい うフ ラ ン ス 流演劇論を主張す る 、 父 は それな ら息子

の 主張する演劇の 良否 を確 か め ようと需 っ て、一
人で 出掛 け る。

　OV − 3 。同じ場面 u ツ ィ
ーラ ウ が 退屈 だ か ら、自殺 した い と独白 して い る と こ ろへ 、父の

市長 が ス テ ッ キを振 り上 げ て 入 っ て きて、ツ ィ
…

ラ ウ を追 い か ける。 ツ ィ
ー

ラ ウ が 逃 げ な 力轆 ，

理 由を聞 くと、3 × 1 とか 、美 しい 自然な ど を気 に しなが ら見 て い た の で、ち っ と も楽 しめ な

か っ た、お 前は 以 前は本 も読ん だ し、活動 もしたの に、こ の 体た ら くは 何だ、俺が 鞭 で 「美 し

い 自然」 を教之 て や る と言 っ て 鞭 を 取 りに い く と こ ろ で 幕 に な る 。

注

※ 　本文 巾に 例 えば 1− 1と あ るの は 、第一．一暮第・．・場 の 意味 で あ る、．
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明星大 学研究紀 要 【日本文化学部 ・言語 文化学科】第 3号 1995年

Daunicht，　Mttnchen （Wilhelm　Fink　Verlag｝1967，　S．423−S．426．こ こ に 、初 期段階 の 改作に お け る結末の 場面が掲 載 されて

　い る。
　　レ ン ツ は こ の 『新メ ノーツ ァ j を何度か 改作 した が 、こ の 初期 の 改作 で は、カ メ ー

レ オ ン 伯爵が あ くまで もヴ ィ ル ヘ ル ミー

　ネ を愛 して い るこ と を知 っ た 、ドン ナ・デ ィ ア
ー

ナ が伯爵 を殺 して しま う。ク リス ト
ーブ ・ハイン は 「新メ ノ

ー
ッ ァ 』 の 改作 で、

　この 結 末を採 用 した。

　　こ の レ ン ッ 全集 （1967）は 4巻本の 予定 だ っ たが 、第 1巻 だ けで 刊行 が 中断 した。こ の 第 1巻 の 本 文
「新メ ノ

ー
ツ ァ 』 は初版

　本 に よ る テ キ ス トで あ り．論 者 はこ の 初 版本を取 ワ上 げて 論 じた。Hanser 版 もこ の 初版本 を採 用 してい る。

  　こ れで ハ ッ ピ
ー

エ ン ドに な る が 、レ ン ツ は さちに フ ラ ン ス 古 典主 義演 劇批 判 を 2場 に わ た っ て展 開す る。こ れ は 閉 じ られ た

　結末 をレ ンツ が避 け た もの と思われ る。こ の 点 を見 て も、レ ン ツ が ビ ューヒナ
ー

や ブ レ ヒ ト等、開 か れ た演劇 形 成 を採 用する

　 ドイツ 社 会劇の祖 で あ る こ とが わか る。

張　この 原稿 は 、1992年5月23日　早 稲田大学本部キャ ン パ ス で 開催 され たシ ン ポ ジウ ム 「劇詩人 J．MR ．レ ン ッ 再考　Jakob

Michael　Reinho］d　Lenz 〔1751− 1792） Der　Dramatiker ，　seine 　VQrwegnahmen ，　sein 　Nachwirken 」 発表 用原稿 を大幅 に 変 え、

　 『
新 メ ノ ー

ツ ァ 』 論 を中心 に ま とめ た もの で ある。シ ン ポ ジ ウ ム に 際 して 、ご教示 い ただい た、南 大路 振
一、エ

ーパ ーハル ト
・

　シ ャ イ フ ェ レ 、広瀬 千
一、栗林澄夫、市川 明 ．八 亀徳 也 （発 表順） の 諸先生 に こ の 場を借 りて礼 を申 し上 げた い 。
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